
市内で行われた活動やイベントを紹介します

全国芝居小屋会議 in でか小屋・七尾大会
～芝居小屋はまちづくりの核となれるか～

大橋まつり
ありがとう　幸せはこぶ　きずな橋

「アザラシとのふれあい体験」オープン
～新たな人気者が誕生～

５月13日㈰：でか小屋（府中町）
　国内でわずかに現存する木造芝居小屋「でか小屋」
で、全国の芝居小屋関係者などが、芝居小屋を活かし
たまちづくりに理解を深めた。シンポジウムでは、明
治から昭和中期の間、市民の文化・娯楽の殿堂として
賑わっていた、熊本県山鹿市の八千代座の事例が紹介
された。しかし、娯楽の多様化により閉鎖され、その
後、市民運動により国の重要文化財に指定。大規模公
演を開催するまでに再生した。七尾のでか小屋もまち
なかの賑いづくりに欠かせない施設として活かしてい
くことを来場者たちは確認した。

４月27日㈮：のとじま水族館
　のとじま水族館に、アザラシと直接触れ合うことが
できるスペースが誕生。これまで、水槽内のアザラシ
を見るしかなかったが、触れ合いスペースができたこ
とにより、より身近に見れ、直接アザラシの肌に触
れることができるようになった。アザラシの名前は
キューちゃん。好奇心旺盛でやんちゃなキューちゃん
は、ジンベエザメのサザベエに次ぐ水族館の人気者に
なりそうだ。アザラシと触れ合い体験ができる水族館
は全国で５館目となる。

４月15日㈰：能登島大橋
　能登島大橋架橋開通30周年を記念して「大橋まつり」
が開催。昭和57年４月に能登島と和倉温泉を結ぶ橋が
完成し、能登島は農林水産を中心としたまちから、水
族館やガラス美術館などの観光を中心としたまちへと
様変わりしていった。大橋開通30周年への感謝の気持
ちを込めて、30年目の渡りぞめウオーキングや七尾の
里山里海の幸が味わえる食イベントなどがあり、来場
者で賑わっていた。関係者は交流人口拡大に必要不可
欠な大橋に感謝し、大切に守っていくことを再確認し
た。
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　５月の青柏祭に参加する魚町若衆が、児童の前で木遣
り歌を披露した。児童たちは、古くから伝わる「七尾ま
だら」や、でか山を動かすときに唄う「道中歌」など、
普段聞き慣れない歌声に真剣な表情で耳を傾けていた。
児童たちは、若衆と一緒に「ワッショイ！ワッショイ！」
と声を出したり、手拍子する場面があったりと、祭りが
待ちきれない様子。この機会に、地域の祭りが好きになり、
将来の若衆として活躍してくれるように期待したい。

　春の訪れを告げる曳山奉幣祭（ちょんこ山）が開催さ
れた。ちょんこ山とは、５月のデカ山に対して小さい山
という意味から来ている。御祓地区の６町から曳山が出
て順番に町中を練り歩く。子どもたちが曳山に乗り込み、
シャギリと呼ばれる笛・太鼓・鉦などを演奏していた。
当日は晴天に恵まれた中、多くの見学者が詰めかけた。
年に一度の祭りには大人も子ども楽しんで参加していた。
これからもこの祭りが継続・発展するよう期待したい。

　昨年10月14日に福井県越前市との災害時相互応援協定
を締結。その縁から、今回奈良俊幸越前市長の提案で、
さらに幅広い交流連携を図る協定が結ばれた。武元七尾
市長は「越前市とは前田利家などの歴史的なつながりが
あり、個性を活かし、交流を行っていきたい」と話した。
奈良越前市長は「アイディアを出しながら、いい刺激を
七尾市からいただけることを期待したい」と話し、両市
長は、連携強化に期待をしながら固い握手を交わした。

　天才画家長谷川等伯を、多くの人に知ってもらおうと
毎年開催している等伯まつり。今回で33回目を迎えたが、
屋外で行うのは初めて。天気にも恵まれ、多くの人が詰
めかけた。式辞で武元市長からは「長谷川等伯を全国に
ＰＲし、また若い世代にどう受け継いでいくかが課題」
とこれからの課題などが話された。晴天のもと、会場に
ある長谷川等伯青雲の像を前に、参加者は長谷川等伯の
足跡に浸るひとときを過ごした。

　農業を営みながら５人の子どもに恵まれた。今では子
どもからやしゃごまで32人の家族や親戚がいる。次男の
清昭さんは「48歳で夫を亡くし、女手ひとつで家事や農
作業を背負ってきた。苦労があったと思います」と母と
の思い出を話してくれた。きよいさんに100歳を迎えた感
想を尋ねると「ありがとうございます」と緊張した様子
で両手を合わせながらお礼をしたのが印象的だった。七
尾市最高齢者を目指してお元気でお過ごしください。

　５年生67人が高山秀峰さんの田んぼを借りて、機械を
使わず手作業で田植えにチャレンジ。この田んぼは、山
から浄化されたきれいな水が流れていて、おいしいお米
ができると評判。児童は田植えが初体験。高山さんの指
導のもと、児童は最初は恐る恐る田んぼに入っていたが、
慣れてくると人よりも早く植えようとする姿が見受けら
れた。この日に植えた苗は、今後観察しながら秋にも手
作業で稲刈りを行う予定。

４月25日㈬：小丸山小学校

５月５日㈯：七尾市役所

５月15日㈫：秀楽苑（中島町鹿島台）

４月15日㈰：御祓地区

４月28日㈯：七尾駅前

５月８日㈫：矢田町
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